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研究背景と目的 

得られたPP調査の結果（緯度・経度・時間）から、選択した交

通手段を判定したい 
  
▶ 判定できると、最低限の機能でスマートフォン調査ができる 

             鉄道に着目 
 ・他の交通手段と比較して、移動経路が固定されている 
 ・ある程度時間が正確（速度の変化が少ない）    
 ・駅⇔駅間で考えることが可能？ 



基礎分析 

出発点 到着点 

鉄道を用いたODの発着点をマップに表示すると、駅周辺に分布している 

発着点が駅周辺に集中するODは鉄道を利用したと推定できるのでは？ 



基礎分析 

出発点 

通過点 

到着点 



基礎分析 

・モデル 
線形判別分析モデルの応用を行う 
Ex) Sex = α + β1 ( Height) + β2(Weight) 
       事前事象確率(選択確率) 0.5 
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R推定 

推定の流れ  

 徒歩 バス 鉄道 自動車 自転車 

選択確率の算出 

Vtrain = β1 (速度差) + β2(鉄道選択確率) 

多項ロジットモデル 

二項ロジットモデル 



推定結果(多項ロジットモデル) 

 徒歩 バス 鉄道 自動車 自転車 

  パラメータ t値 

所要時間(100分) -3.15 -8.35 

料金(100円) -0.04 -2.69 

定数項(鉄道) 0.92 9.63 

定数項(自転車) -0.59 -3.67 

サンプル数 
初期尤度 

399 

-582.48 

最終尤度 
-380.95 

0.35 

0.34 

決定係数 

修正済み決定係数 
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選択確率の算出 

鉄道選択確率 : 交通手段の中で、鉄道を選択する確率 



二項ロジットモデル 

速度差 = データの平均速度 – 鉄道の平均速度 

判定率 = α + β1 (速度差) + β2(鉄道選択確率) 

Ex) 1人の被験者1トリップ 

徒歩 鉄道 徒歩 

× × × × × × 

10点間の平均速度を算出 



帰宅 

PP生データからの移動軌跡 





距離 (km) = d/360×2×π×6370 

地球の半径 (km) = 6370 

方位角 d = √{(λ1-λ2)-(cosδ0)}^2 +(δ1-δ2)^2 

λ = 経度 δ = 緯度 δ0 = (δ1+δ2)/2 

(参照)GPSデータによる2地点間距離の算出方法 



Vtrain = β1 │速度差│ + β3(鉄道選択確率) 

Vother=β2 │速度差│ 

判定率モデルの推定 

鉄道の平均速度 – 10点間の速度 

その他の平均速度 – 10点間の速度 



判定率モデルの推定 

Vtrain = β1 │速度差│ + β3(鉄道選択確率) 

  パラメータ t値 

速度差(鉄道) -0.07 -2.01 

速度差(その他) -0.48 -3.16 

サンプル数 110 

初期尤度 -1625.34 

最終尤度 -33.73 
0.98 
0.98 

決定係数 

修正済み決定係数 

  パラメータ t値 

速度差(鉄道) -0.10 -0.74 

速度差(その他) -0.46 -2.94 

鉄道選択確率 0.34 0.33 

サンプル数 110 

初期尤度 -1621.58 

最終尤度 -33.72 
0.98 
0.98 

決定係数 

修正済み決定係数 

Vother = β2│速度差│  

有 無 







政策シミュレーション 

今後のPP調査に伴う交通手段調査の簡易化 

スマートフォン等を利用したPP調査 

・被験者の負担が軽減 
・莫大な調査費用を削減可能 
・調査結果の精度向上 



検証結果 

• ある人の移動履歴（経度・緯度・時間）から予測 

７７％ 
鉄道を判別できたのは 





今後の課題 

• 土地の情報と経路データとの比較 

−場所による判定率の変化 

• 駅で停車した時に誤った判定結果が多い 

• サンプルの人数を増やす 

 

 

 


